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６月１４日から６月２９日まで笛吹市議会第２回定例会が開会されコロナ関連

対策費を含む令和４年度一般会計補正予算案（９億５９１６万円）ほか、条例

改正案、その他（発議・同意）など合計１８案件を審査し可決・成立しました。

【今定例会で実現した主な政策】

◎新・子どもすこやか医療費助成事業 【事業費２８７４万円】
【主な変更点】子どもすこやか医療費助成事業として、１８歳まで年齢拡大の

早期事業開始が見込まれるため、当初予定の令和５年４月から前倒して令和

４年１１月より事業実施します。

◎新・学校給食費公会計化事業 【事業費１０７８万円】
【主な変更点】物価価格の高騰により食料品が値上がりするなか保護者の負担

軽減を目的に市内の小・中学生（約４７００名）を対象として令和４年７月

より令和５年３月末まで地方創生臨時交付金を活用し、学校給食に使用する

食材価格高騰分を公費助成します。

◎新・住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金事業
【事業費１億９４０６万円】

【主な変更点】この事業では、住民税非課税世帯のほか、新型コロナウイルス

感染症の影響を受けて家計が急変し、住民税非課税世帯と同様の事情にある

と認められた世帯（家計急変世帯）を支給対象に臨時特別給付金（１世帯当

たり10万円）を給付します。

◎新・子育て世帯生活支援特別給付金事業【事業費１億３３５２万円】
【主な変更点】この事業では、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化

する中で、食費等の物価高騰等に直面する低所得の子育て世帯に対し、その

実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金

（１人当たり５万円）を支給します。

◎新・生活困窮者緊急生活支援給付事業 【事業費２億８０３８万円】
【主な変更点】この事業では、市民税均等割り非課税又は所得割非課税世帯の

ほか、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、非課税世帯

と同様の事情にあると認められた（但し、子育て世帯生活支援特別給付対象

世帯を除く）世帯（家計急変世帯）を支給対象に地方創生臨時交付金を活用

し、１世帯当たり1万５千円を給付します。

※詳しくは、いずれも笛吹市役所（055-262-4111代表）へお問い合わせ

の上お手続きください。

令和４年笛吹市議会第２回定例会

https://www.komei.or.jp/km/fuefuki-nakagawa-hideya/



　

公明党県本部からのお知らせ【無料法律相談】

公明党山梨県本部では無料法律相談を開催しています。

お⼀⼈で悩まずぜひご利用ください。

◇日 程 ７月開催 ５日 ・ １９日

（２０２２年） ８月開催 ９日 ・ ２３日

９月開催 ６日 ・ ２０日

◇時 間 12:30〜16:30（受付9:30〜16:00）

◇会 場 公明党山梨県本部３階

令和４年笛吹市議会第２回定例会【一般質問】

質問① 官民連携の地域公共交通支援整備事業は
答弁① 先進自治体事例を調査・研究
私は「警察庁のまとめによると、登下校中の事故で

死亡したり重傷をおったりした児童（小学生）の数

は５年間（平成２８～令和２）で９０８人にのぼっ

ている。軽いケガやケガがなかった事故、中学生以上の子どもたちが含まれてお

らず、実際にはより多くの児童・生徒が事故の当事者となっている。」との報道

や子育て世代のご父兄から「スクールバスを！」との市民相談を受け、先進自治

体（千葉県八街市モデル）を参考に（スクールバスやデマンドタクシーを統合し

た）官民連携による新地域公共交通システムを求め、市の取り組みを伺いました。

質問② 帯状疱疹ワクチンの公費助成は
答弁② 国の検討状況も注視

私は、コロナ禍で発症リスクの高まる帯状疱疹について

「加齢、疲労、ストレスなどによる免疫力の低下が発症の

原因となる。50歳代から発症率が高くなり、80歳まで

に約3人に1人が帯状疱疹を発症する」との報道を受け、

現在、任意の予防ワクチンを先進自治体の事例を参考に

公費助成の早期実現を求めて市の取り組みを伺いました。


